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１．はじめに

洛東高校はこの４年間、京都大学付属花山天文台で太陽の物理観測を研究させていただ

いています。今年も 月 日から 日まで観測実習を行わせてもらいました。日本時間8 15 19
２００５年８月１８日１１時１８分頃から１１時４０分頃まで太陽の東端にサージ状プロ

ミネンスが現れました。このサージ状プロミネンスを シーロスタットの高分散分光70cm
器をもちいて α輝線成分のドップラー速度を測定しました。H

２．サージ状プロミネンスについて

プロミネンスとは太陽黒点磁場の境界周辺にみられるプラズマの集まりのことです。

プロミネンスの温度は数千～一万 位で α線によってみることができます。今回観K H
測したプロミネンスは、非常に活動的なものでした。

３．観測装置について

花山天文台の ｃｍのシーロスタット望遠鏡と付属の高分散分光器(スリット幅 μ70 50
ｍ、焦点距離 ｍ、分解能 万)を利用しました。得られた 画像は システム20 50 CCD ILD
で数値化しました。

４．原理

プロミネンスの視線速度についてはドップラー効果による α線の変位量から求めまH
した。

変位量をΔλ(Å)とし α線の静止波長をλ(Å)、光速をｃ 、視線速度を とH km/s Vkm/s
するとドップラー効果の式は次のようになります。

Δλλ＝Ｖｃ/ /
この式でΔλを測定すると視線速度Ｖが求まります。

５．観測

観測時刻（日本時間）２００５年８月１８日１１時１８分４５秒～

次ページの図は８月１８日１１時３２分１１秒に観測されたサージ状プロミネンスの観

測データです。



図１左上 プロミネンスの α画像H
白丸部分がプロミネンス

図２上 プロミネンスのスペクトル

画像

図３ 左 スペクトルトレース

６．結果

今回観測したプロミネンスの視線速度と時刻の変化をグラフにしました。

の時刻（１１時２０分頃）から、 の時刻（１１時３０分頃）までは赤方変位（遠ざA B
かる）であったものが の時刻以降は急激な青方変位（近づく）に変わりました。プロB
ミネンスの形状変化と比べると、最初は向こう側にプロミネンスが成長していき、 の時B
刻からプロミネンスの大きさは変わらないものの手前側にプロミネンスを作るガスが落ち

てきているように考える事ができると思います。

７．謝辞・感想

今回、この課外実習の観測で高度な観測機器を使わせてもらい、普段ではできない体験

ができてとてもよかったです。京都大学花山天文台のスタッフの皆様には大変お世話にな

りました。
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